
芍薬甘草湯 (しゃくやくかんぞうとう)

【処方コンセプト】からだの痛みに（内も外も）。

漢方の鎮痛剤。手足の骨格筋ばかりでなく、消化管などの平滑筋の痙攣による痛みにも用いられる。突然ふくらはぎが痙攣して激しく痛む

こむら返りや、原因がハッキリしない胃痛や腹痛などの腹部の疝痛にも頓服的に応用され、即効性も期待できる。

◆芍薬甘草湯は、「脚弱癒えて杖を捨てることができる」ことから、別名 去杖湯（ｷｮｼﾞｮｳﾄｳ）ともいわれる。

◆芍薬甘草湯は、虚実に関係なく用いられる鎮痙・鎮痛の基本処方で、多くの処方に組み込まれている。

◆長期連用する場合や患部に浮腫や水腫を伴う時には浮腫の悪化や血圧上昇、脱力感などに注意する。

◆痛みのファーストチョイスで、手足の疼痛、胆石や腎石の疝痛発作、胃腸痙攣、排尿痛などに応用されている。
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【処方構成】2味

筋肉・腱の異常緊張を弛緩させる芍薬（シャクヤク）と、種々の急迫症状を緩和・弛緩させる甘草

（カンゾウ）からなる。この２味により、筋の拘急・攣急を緩め、痛みを止める作用をもつ。証にか

かわらず、広く鎮痛・鎮痙の目的で用いることができる。筋痙攣の原因が局所の循環不全によるも

の、脊髄性あるいは末梢神経性のものにも有効である。
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芍薬甘草湯 ○ ○ 2

安中散 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8

小建中湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6

柴胡桂枝湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

疎経活血湯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

桂枝加朮附湯  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7

処方名 類 方 鑑 別

芍薬甘草湯 芍薬と甘草の組合せでこむら返りや腹痛、腰痛など、様々な痛みを緩和。

安中散 胃痛、腹痛は共通するが、冷たいものの飲み過ぎ食べ過ぎによるものや、胸やけなどによい。

小建中湯 痙攣性腹痛は共通するが、疲れやすく、冷えを訴えやすい傾向がある。

柴胡桂枝湯 胃痛、腹痛では共通するが、ストレスを受けると痛みが増強する。胸脇部の張りを訴えることも多

い。
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疎経活血湯 手足や腰の痛みでは共通するが、不摂生な食生活が続き、冷えや湿気がきっかけとなり、血の循環不

良による痛みによい。

桂枝加朮附湯 筋肉の痛みでは共通するが、虚弱で冷え症の方が多く、各所の筋肉・関節などに起きる慢性の持続性

疼痛によい。
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